
タ
ッ
プ
の
林
武
司
社
長

情
報
シ
ス
テ
ム
の
タ
ッ
プ
が
ユ
ー
ザ
ー
会

宿
泊
施
設
な
ど
4
0
0
人
参
加

宿
泊
施
設
専
門
の
総
合
情
え
た
観
光
振
興
に
お
け
る
宿

報
シ
ス
テ
ム
会
社
、
タ
ッ
プ
泊
施
設
の
役
割
と
は
」
を
講

（
東
京
都
江
東
区
、
林
武
司
演
し
た
。
懸
賞
論
文
コ
ン
テ

社
長
）
は1
0月
3
1日
、
「
タ
ス
ト
「
第1
2回
タ
ッ
プ
ア
ワ

ッ
プ
ユ
ー
ザ
ー
会
」
を
帝
国
ー
ド
」
の
受
賞
論
文
表
彰
式

ホ
テ
ル
東
京
で
開
い
た
。
同
も
行
っ
た
。

社
の
ユ
ー
ザ
ー
施
設
を
中
心
登
壇
し
た
林
武
司
社
長

に
約
4
0
0

人
が
参
加
し
は
、
「
タ
ッ
プ
は
ホ
ス
ピ
タ

た
。
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
エ
ン
ジ
ニ

同
社
の
林
悦
男
会
長
、
林
ア
リ
ン
グ
会
社
に
変
わ
り
ま

武
司
社
長
が
「
タ
ッ
プ
の
活
す
」
と
宣
言
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ

動
報
告
」
と
題
し
て
、
事
業
ー
サ
ー
ビ
ス
の
プ
ラ
ッ
ト
フ

概
況
、
今
後
の
戦
略
を
紹
介
。
ォ
ー
ム
と
位
置
付
け
て
い
る

ま
た
、
親
光
庁
親
光
産
業
課
ホ
テ
ル
シ
ス
テ
ム
を
パ
ー
ソ

の
多
田
浩
人
課
長
が
「
『
2

ナ
ル
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
、
テ
ク

0
2
0

年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ノ
ロ
ジ
ー
の
三
つ
の
サ
ー
ビ

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
』
を
見
据
ス
ス
タ
イ
ル
が
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
進
化

さ
せ
る
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、

こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
実
現
の

た
め
C
T
o

（
最
高
技
術
責

任
者
）
ポ
ス
ト
を
新
設
、
社

長
自
身
が
兼
務
す
る
と
し

こ
。t
 

ま
た
、
今
年5
月
に
ベ
ト

ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
市
に
タ
ッ
プ

の
1
0
0

％
子
会
社
と
し
て

「
タ
ッ
プ
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
・
ベ
ト
ナ
ム
」
を
設
立
し

た
こ
と
を
報
告
。
同
社
の
海

外
拠
点
と
し
て
は
大
連
の
関

連
会
社
に
続
き
二
つ
自
で
、

「
東
南
ア
ジ
ア
市
場
へ
の
展

開
の
捉
点
と
す
る
」
と
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
の
拡
充
も
発

表
。
新
卒
、
中
途
と
も
に
採

用
を
よ
り
積
極
的
に
実
施

し
、
2
0
1
9

年
3

月
時
点

で
2
0
2

人
だ
っ
た
ス
タ
ッ

フ
数
を
、2
0年
3

月
ま
で
に

2
5
3

人
ま
で
増
員
、
育
成

し
て
い
く
と
話
し
た
。
同
社

の
強
み
の
―
つ
で
あ
る
、24

時
間
対
応
の
カ
ス
タ
マ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
人
員
も

現
在
の5
0人
か
ら6
0人
ま
で

増
強
す
る
と
し
た
。

観
光
庁
の
多
田
課
長
は
、

「2
0
2
0

年
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見

据
え
た
今
後
の
取
組
」
と
し て

①
宿
泊
施
設
の
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
促
進
対
応
、
生
産
性
向

上
、
人
材
育
成
②
健
全
な
民

泊
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
（
イ
ベ

ン
ト
民
泊
含
む
）
③
ホ
テ
ル

シ
ッ
プ
の
取
り
組
み
④
2
0

2
0

年
特
別
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
実
施
ー
を
挙
げ
た
。

五
輪
期
間
中
の
客
室
不
定

を
補
う
た
め
の
ホ
テ
ル
シ
ッ

プ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
横
浜
港
で
「
サ
ン
・
プ

リ
ン
セ
ス
」
（
客
室
数
1
0

1
1

室
、
総
乗
客
定
貴22

5
0

人
）
を
ホ
テ
ル
シ
ッ
プ

と
し
て
使
用
す
る
こ
と
を
横

浜
市
、J
T
B

、
プ
リ
ン
セ

ス
ク
ル
ー
ズ
の3
社
で
合
意

済
み
と
説
明
。
川
崎
港
で

「
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
ー
ド
リ

ー
ム
」
（
客
室
数
9
2
8

室
、

総
乗
客
定
員1
8
7
0

人
）

を
使
用
す
る
こ
と
を
ゲ
ン
テ

ィ
ン
香
港
と
、
東
京
港
で

「
コ
ス
タ
ベ
ネ
チ
ア
」

（
客
室
数21
1
6

室
、
総

乗
客
定
員5
2
6
0

人
）
を

使
用
す
る
こ
と
を
コ
ス
タ
・ ベ

ネ
チ
ア
と
関
係
機
関
が
そ

れ
ぞ
れ
協
議
中
で
あ
る
こ
と

を
紹
介
し
た
。

論
文
ア
ワ
ー
ド

表
彰
式
を
開
催タッ

プ

タ
ッ
プ
は1
0月
3
1日
、
帝

国
ホ
テ
ル
東
京
で
開
い
た

「
タ
ッ
プ
ユ
ー
ザ
ー
会
」
の

中
で
、
「
第1
2回
タ
ッ
プ
ア

第
1
2回
タ
ッ
プ

ア
ワ
ー
ド
の
受

賞
者
と
選
考
委

員
ら

ワ
ー
ド
」
の
受
賞
論
文
表
彰

式
を
行
っ
た
。

ア
ワ
ー
ド
は
、
ホ
テ
ル
・

篇
全
般
に
関
わ
る
優
れ
た

ア
イ
デ
ア
、
事
例
、
提
言
な

ど
の
論
文
を
顕
彰
し
、
宿
泊

業
界
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
自
的
と
し
て
同
社
が
年

に
1

回
実
施
。
優
秀
賞
に
は

賞
金
5
0万
円
、
学
生
賞
に
は

賞
金
2
5万
円
が
贈
ら
れ
る
。

今
回
は
5
2点
の
応
募
が
あ

り
、
優
秀
賞
が
例

外
的
に2
点
、
学

生
賞
が1
点
選
ば

れ
た
。

優
秀
賞
は
、
群

馬
県
立
大
学
国
際

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
学
部
教
授
の

日
詰
慎
一
郎
氏
に

よ
る
「
家
族
と
の

時
間
共
有
を
可
能 に

す
る
『
行
く
』
旅
館
か
ら

『
来
る
』
旅
館
へ
の
転
換
ー

I
C
T

を
活
用
し
た
シ
ニ
ア

向
け
『
都
市
型
サ
テ
ラ
イ
ト

旅
館
』
の
提
言
ー
」
と
、
山

形
県
小
野
川
湿
泉
・
鈴
の
宿

登
府
屋
旅
館
社
長
の
遠
藤
直

人
氏
に
よ
る
「
バ
リ
ア
フ
リ

ー
旅
行
の
現
場
か
らS
阻
害

要
因
と
バ
リ
ア
フ
ィ
ッ
ト
の

可
能
性S
」
が
受
賞
。
学
生

賞
は
、
京
都
府
立
医
科
大
学

医
学
部
医
学
科4
年
の
安
藤

新
人
氏
に
よ
る
「
観
光
産
業

に
関
し
て
医
学
生
か
ら
の
提

言
」
が
受
賞
し
た
。

選
考
委
員
長
は
国
際
観
光

文
化
交
流
協
会
会
長
・
宿
泊

施
設
関
連
協
会
最
高
顧
問
の

藤
野
公
孝
氏
、
選
考
委
具
を

立
教
大
学
観
光
研
究
所
特
任

研
究
員
の
玉
井
和
博
氏
、
ニ

期
リ
ゾ
ー
ト
社
長
・
エ
デ
ュ

リ
ン
ク
社
長
の
北
山
ひ
と
み

氏
、
サ
イ
グ
ナ
ス
社
長
の
丸

山
英
実
氏
、
柴
田
書
店
取
締

役
部
長
の
阿
部
貞
三
氏
が
務

め
た
。


